
- 1 -

青森県総合学校教育センター 研究論文 [2022.3]
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小学校 学級経営

小学校中学年における「他者と関わる力」を育てる指導法の研究

－対人関係スキルの習得・活用プログラムの作成と実践を通して－

教育相談課 研究員 古 舘 泰 史

要 旨

小学校中学年の児童を対象とし，「他者と関わる力」を育むために学級活動と教科の学習活動

を関連させた対人関係スキルの習得・活用プログラムを作成し，実践した。その結果，学校環境

適応感尺度「アセス」の１因子，授業における人間関係要素尺度の５因子で有意な向上が見られ

るなど，プログラムの有効性が明らかになった。
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Ⅰ 主題設定の理由

神谷（2010）は，小学校中学年の発達段階について身体及び運動の発達が顕著であり，言葉による論理的

思考能力が発達して知識の広がりを見せるようになること，学校を中心とする友達関係がより一層密になり，

自己評価の基準が友達を通しての自分評価へと変わっていくことなどの特徴を挙げ，「心と体の発達に伴っ

て社会的な変化が認められる時期」であると述べている。また，落合（2000）は，特に小学３年生の特徴と

して，家族を中心としたタテ関係から同年齢の子供たちの集団であるヨコの関係に人間関係が移行しつつあ

る段階であり，ギャングエイジの入り口に差しかかることで友人関係が不安定になる時期であるとしている。

つまり，中学年は人間関係が広がり，友達同士で活発に活動する中で人との関わり方を学ぶ学年であると言

える。特に３年生は初めてのクラス編成が行われる場合が多いことから，人間関係を上手に結ぶことが必要

になってくる。しかしながら，最近の子供たちの中には相手の気持ちを考えない言い方をしてしまう子，相

手の意見を受け付けないで自分の思いを通してしまう子，自分の思いをうまく相手に伝えられない子，友達

と折り合いを付けるのが苦手な子，集団の中に上手く入れない子など，対人関係を築くことに課題がある子

も見られるようになってきている。

「令和元年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」（文部科学省，20

20）によると，小学校における暴力行為の発生件数については，「生徒間暴力」の件数が全国的にも，本県

においても最多となっている。また，小学校におけるいじめの態様については，「冷やかしやからかい，悪

口や脅し文句，嫌なことを言われる」が最も多く，全体の約６割を占めている。小学校における不登校の要

因についても，「学校に係る状況」の中では「いじめを除く友人関係をめぐる問題」が最も多くなっている。

これらの結果からも，小学校における生徒指導上の諸課題の背景には，他者との関わり・人間関係の問題が

あることが推察される。

「少年の問題行動等に関する調査研究協力者会議報告（概要）」（文部科学省，2001）では，こうした児

童生徒の問題行動の背景や要因の一つとして，「社会性や対人関係能力が十分に身に付いていない児童生徒

の状況」が挙げられている。また，「暴力行為のない学校づくりについて（報告書）」（文部科学省，2011）

では，暴力行為の増加の要因の一つとして，「感情を抑えられず，考えや気持ちを言葉でうまく伝えたり人

の話を聞いたりする能力が低下している」ことが挙げられ，同じ児童生徒が暴力行為を繰り返す傾向が指摘

されている。さらに，先行研究においては曽山・武内（2012）が，「学校や学級に対する不適応の結果とも

捉えられる不登校、いじめが、学校における生徒指導上の諸問題として常に上位に位置づけられる理由の一

つとして、児童生徒のかかわりの力の弱さがあるのではないかと考えられる」と，生徒指導上の諸問題と関

わる力の関連性を指摘している。また，河村ら（2007）は「集団生活・活動の体験の幅が広がる中学年では，

いろいろなタイプの人とかかわる経験が大切です。相手に応じて対人関係のとりかたを選択するスキルを身

につけ，人とかかわることが楽しいという体験をすることが何よりも必要です」と，中学年の子供たちに対
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人関係を築く具体的なスキルを習得させる必要性を述べている。

以上のことから，小学校中学年の子供たちに対して具体的に他者と関わるために必要なスキルを身に付け

させることが重要であると考えた。学校現場ではこれまでも，上述したような生徒指導上の問題の予防や対

人関係能力の育成を目指して，ソーシャルスキル・トレーニングや対人関係ゲームなど様々なグループ・ア

プローチを用いたプログラムが実践され，その有効性が数多く報告されている（中田・塩見，1995；金山・

後藤・佐藤，2000；山森・幸，2015）。しかし，その一方で社会状況の変化によりソーシャルスキルが十分

に育ちにくくなっていること（曽山・武内，2012），学校現場でそのようなプログラムを実施する時間の確

保が難しいこと（内田，2005），対人関係のスキルの維持や般化が難しいこと（山下・窪田，2017）などの

課題も指摘されている。このような獲得したスキルの維持や般化に関する課題について，荒木・石川・佐藤

（2007）は，「教室などの児童の生活環境において獲得されたスキルに対する手がかりを示し、スキルの発

揮に対して継続的に強化が得られるような環境を整えることが肝要である」としている。また，阿部・神田

・新城（2015）は，「学級活動で学んだことを他の教育活動で使う機会を意図的かつ計画的に設けることで

指導の効果を高める」と述べている。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説特別活動編では，特別活動の内容及び指導において重視する

三つの視点の一つに「人間関係形成」が位置付けられ，よりよい人間関係の形成の指導として，社会的スキ

ルを身に付けるための活動を効果的に取り入れることが示されている。さらに，小学校学習指導要領（平成

２９年告示）解説総則編では，生徒指導の充実に関して，好ましい人間関係を基礎に豊かな集団生活が営ま

れる学級や学校の教育的環境を形成することが生徒指導の重要な目標の一つであると示されるとともに，そ

のために学習指導と関連付けながら指導を行う必要性が示されている。

そこで，本研究では，ギャングエイジの仲間入りをし，クラス編成による人間関係の変わり目に差しかか

る小学３年生を対象にして，学級活動と教科の学習活動を関連させた，「対人関係スキルの習得・活用プロ

グラム」を作成し，実践することを通して子供たちの「他者と関わる力」を育むことができるのではないか

と考え，本主題を設定した。

Ⅱ 研究目的

小学校中学年の児童に対して，対人関係スキルの習得・活用プログラムを作成し，実践することで児童の

「他者と関わる力」が育まれることを学級活動と教科の学習活動を通して明らかにする。

Ⅲ 研究の実際とその考察

１ 研究の全体構想について

本研究の全体構想を図１で示す。小学３年生の児童は，これまでの経

験知として，少なからず「他者と関わる力」をもっているが，それには

個人差がある。本研究では，まず習得段階として学級活動の時間を中心

に，グループ・アプローチの手法を使って「他者と関わる力」を育むた

めに必要な対人関係スキルを習得させる。そして，活用段階として教科

の学習活動の中で習得した対人関係スキルを使う場面を設定する。そう

することによって，児童一人一人の「他者と関わる力」を徐々に広げ， 図１ 研究の全体構想図

高められるのではないかと考える。

２ 「他者と関わる力」と対人関係スキルについて

本研究における「他者と関わる力」とは，「互いに認め合い・思いを伝え合い・協力し合って関係性を

築く力」である。「互いに認め合う」とは，自分や他者のよさや違いに気付き，それらを互いに認め合う

ことである。「思いを伝え合う」とは，自分の思いや考えを主張すると同時に，相手の思いや考えも受け

止めることである。「協力し合う」とは，様々な学習や活動を通して，その目的に向かって協働して取り

組むことである。これらの三つの要素を柱として，互いの関係性（＝関わり）を築いていこうとする力を

「他者と関わる力」と捉える。そして，この「他者と関わる力」を育むために中学年の児童に身に付けさ

せたい具体的なスキルを「対人関係スキル」として設定した。

本研究で設定した「対人関係スキル」は，①他者と関わることへの意欲，②話す・聴く，③仲間へ入る

「他者と関わる力」

学級活動
各教科

対人関係スキル
習得

対人関係スキル活用
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・誘う，④温かい言葉かけ，⑤協力，⑥折り合いのスキルである。①他者と関わることへの意欲は，具体

的な行動を表すスキルではないが，対人関係を築く上で他者と関わろうとする心が土台に必要であると考

え，本研究においては「対人関係スキル」の一部に含めることとした。②から⑥のスキルは，中学年の子

供たちに対人関係を築く上で身に付けさせたい具体的な行動スキルとして設定した。

３ 対人関係能力の育成に関する先行研究

他者との関わりや人間関係を築くためのグループ・アプローチの一つにソーシャルスキル・トレーニン

グがある。藤枝・相川（2001）は，学級全体へのソーシャルスキル・トレーニングについて，学級内の児

童全員を対象に社会的スキルを学習する点に特徴があり，児童が社会的スキルの必要性を認知し，実際に

社会的スキルを獲得し，獲得した社会的スキルを実践することができるとしている。また，小林（2007）

は「良好な人間関係を結び，保つための感情の持ち方および認知や行動の具体的な技術やコツ」を「対人

スキル」と定義し，狭義のソーシャルスキル・トレーニングで用いるスキルだけでなく，少し広げて行動

のみならず，情動（感情），認知（思考）へのアプローチを含む広い意味でのソーシャルスキルを提示し

た。その中で，不快な感情があるとスキルの習得がなされにくくなることを指摘し，ソーシャルスキル・

トレーニングの行動リハーサルの段階では，「楽しい雰囲気の中で，ゲームなどの要素を取り入れながら，

繰り返しても飽きず，行動リハーサルそのものを楽しいものにして，目標とするスキルを繰り返し練習す

るような工夫が求められる」と述べている。

遊びやゲームを通して人と人とが人間関係を発展させて集団づくりを目指すグループ・アプローチが，

対人関係ゲームである。田上（2003）は「対人関係ゲーム・プログラムでは，児童・生徒が学級集団に入

る不安・緊張と同時に，学級のメンバー側の受け入れる不安・緊張を緩和するために，身体運動反応と楽

しいという情動反応を活用する」と述べている。また，対人関係ゲームの特徴をソーシャルスキルが使え

る人間関係や集団づくりにあるとし，対人関係ゲームのルールの中に，あいさつしたり，呼びかけたり，

感謝を述べたり，話し合ったり，コミュニケーションをとったりする内容を盛り込むことでソーシャルス

キルの習得を自然に進めることができ，ソーシャルスキル・トレーニングによる学習と対人関係ゲームを

組み合わせることが可能であることを示している（田上，2015）。

岡田・赤坂（2018）は，人間関係づくりが期待される協同学習に着目し，協同学習における対人技能の

習得過程について検証している。その中で，対人技能は始めに伝えるだけでは定着せず繰り返し継続的に

指導する必要があり，協同学習の交流場面の前に授業者が対人技能に関する指導を行うことや，対人技能

に関する振り返りの時間を設定することが対人技能を意識した交流に必要であるとしている。

以上のソーシャルスキル・トレーニング，対人関係ゲーム，協同学習における人間関係づくりの考え方

を取り入れ，本研究の対人関係スキルの習得・活用プログラムを構想することとした。

４ 対人関係スキルの習得・活用プログラムの概要と作成上の工夫

本研究における対人関係スキルの習得・活用プログラムは，前述の対人関係能力の育成に関する先行研

究を基に，対人関係ゲームとソーシャルスキル・トレーニングを組み合わせた活動を通して対人関係スキ

ルを習得させる段階と教科学習の中で対人関係スキルを活用させる段階の２段階構成で作成した（表１，

２，３）。本プログラムの作成に当たって工夫した点は，以下の２点である。

(1) 本プログラムの習得段階では，対人関係スキルの確実な習得のために，スキルの実践トレーニングの時

間を確保するため，スキルを知る「ロングプログラム」（一単位時間４５分）の後に，同じスキルを使う

「ショートプログラム」（一単位時間１５分）を設定し，「ロングプログラム」５回，「ショートプログ

ラム」５回の計１０回で構成した。具体的な活動内容については，対人関係ゲームのルールの中にソーシ

ャルスキルの要素を取り入れ，活動を楽しみながら自然にスキルを使うことができるようにした。また，

交流する対人関係ゲームから活動をスタートさせ，学級編成間もない子供たちの不安や緊張の緩和を図り，

活動に意欲的に参加できるようにした。

(2) 本プログラムの活用段階では，国語科の説明的文章の学習（全１０時間）と音楽科の音楽づくりの学習

（全２時間）を取り上げ，互いに関わり合う必要性があるペアやグループでの対話場面や創作活動の場面

で対人関係スキルを活用させることとした。実際に習得した対人関係スキルを教科の具体的な学習場面で

使うことでスキルの般化につなげたいと考えた。
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表１ 対人関係スキルの習得・活用プログラム【習得段階】

表２ 対人関係スキルの習得・活用プログラム 表３ 対人関係スキルの習得・活用プログラム

【活用段階１】 【活用段階２】

５ 検証方法について

(1) 学校環境適応感尺度「アセス」

学校環境適応感尺度「アセス」は，栗原ら（2010）によって作成された児童生徒の学校生活への適応感

を測るための尺度である。「生活満足感」「教師サポート」「友人サポート」「向社会的スキル」「非侵

害的関係」「学習的適応」の６因子３４項目の５件法からなる。本研究では，児童同士の「他者と関わる

力」に関連する「向社会的スキル」因子を中心に，児童の変容を見取る。

(2) 授業における良好な人間関係要素尺度

久保（2014）によって作成された授業における良好な人間関係要素の状態を調べる尺度である。「教師

の関わり」「支え合い・温かさ」「ルール・マナー」「教師信頼性」「協力」「学び合いへの自信」「信

頼感・所属感」の７因子４７項目の４件法からなる。本研究では，児童同士の「他者と関わる力」を主題

としているため，教師と児童の関係性である「教師の関わり」「教師信頼性」の２因子を除く５因子につ

いて児童の変容を見取る。久保（2014）の研究は中学生が対象であったため，実際の検証に当たっては各

設問項目の一部を小学３年生の児童に分かる表現にして行うこととした。

(3) 担任教師への半構造化面接

プログラムの実施後に，担任教師への半構造化面接を行う。あらかじめ質問項目を設定し，担任の立場

から見取ったプログラム実施前後の児童の「他者と関わる力」についてインタビュー形式での調査を行う

こととした。

６ 検証の実際について

(1) 対象者

研究協力校の小学３年生２クラス４４名を対象とした。

(2) 実施期間

2021年４月中旬から７月中旬に実施した。
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(3) 検証授業の実際

プログラムの主な活動と児童の振り返り（児童の表現のまま一部抜粋）を以下に記載する。活用段階の

国語科の学習と音楽科の学習の児童の振り返りに関しては，教科の学習内容以外の「他者と関わる力」に

関する記述を中心に抜粋した。なお，本プログラムの学習活動を「スマイルタイム」という呼称で実施し

た。

【習得段階】

ア 他者と関わることへの意欲（不安や緊張の緩和・心づくり）

基本的なあいさつのスキルを取り入れた交流する対人関係ゲームを通して，不安や緊張を和らげ，他

者と関わることへの意欲をもたせることをねらいとして行った。

(ｱ) ロング「ジャンケンゲーム」

本時のねらいを説明した後，時間内にたくさんの友達とジャンケンをする「ひたすらジャンケン」を

行った。その際，①「こんにちは，よろしくね。」→②ジャンケン→③「ありがとう。」→④エアーハイタ

ッチというゲームのルールの中に「みスと」（「あいてをみる」「スマイル」「とどく声の大きさ」）

というあいさつのポイントを取り入れてゲームを行うことを提示した。次に，相手とあいこになるまで

ジャンケンを繰り返す「あいこジャンケン」を行った。ルールは「ひたすらジャンケン」と同様で，こ

の活動でも「みスと」のポイントを意識させながらゲームに取り組ませた。

(ｲ) ショート「ジャンケンボウリング」

「ジャンケンボウリング」は，学級をボウリングのピンとボールの２グループに分ける。ボールのグ

ループの子供たちが，ピンとなって並んでいる子供たちの所に行ってジャンケンをし，最終ピンの子供

にジャンケンで勝ったら得点となるゲームである。本時のねらいとゲームのルールを説明した後，ロン

グプログラムで示した「みスと」を使って活動することを確認してゲームを行った。ゲーム中は，なる

べく別な子とジャンケンをするように声をかけながら，グループの役割を交代して２回実施した。

児童の振り返りには，「いろいろな友達とジャンケンをして楽しかったです。」「私がだれとやるか迷

っていた時，○○さんが誘ってくれてうれしかったです。」「学校に来る時に，あいさつ運動をしている

人に『みスと』であいさつを返したいです。」などがあった。

イ 話す・聴くスキル

交流する対人関係ゲームを通して，自分の思いや考えを相手に伝えたり，相手の話を聴いたりするス

キルの習得を図ることをねらいとして行った。

(ｱ) ロング「足し算トーク」

「足し算トーク」は，グループに分かれて指ジャンケンをし，それぞれが出した指の本数を足し算す

る。その答えの数に応じて「話の種シート」に示された話題について一人ずつ話をする・聴き合うゲー

ムである。初めに，ウォーミングアップとして前回行ったジャンケンゲームで雰囲気づくりをした。次

に，本時の活動のねらいとゲームのルールを説明するとともに，話すポイント「かきくけこ」（「から

だを向けて」「きこえる声で」「くちを開けて」「けっして急がず」「ことばをはっきり」）と聴くポ

イント「あいうえお」（「あいてを見て」「いろいろ考えて」「うなずきながら」「えがおで」「おわ

りまで」）を提示した。ゲーム中に二つのポイントを使うことを意識させながら，全員が二つ以上の話

題で話ができるように実施した。

(ｲ) ショート「サイコロトーク」

「サイコロトーク」は，グループごとに順番を決めて交代でサイコロを振る。サイコロの出た目の数

に応じて決められた話題について話をする・聴き合うゲームである。本時のねらいとゲームのルールを

説明した後，話すポイント「かきくけこ」と聴くポイント「あいうえお」を使って活動することを確認

してゲームを行った。

児童の振り返りには，「話すポイントと聴くポイントを使って話せました。」「授業の中でも話す『か

きくけこ』と聴く『あいうえお』を使いたいです。」「○○さんが聴くポイントを上手に使っていてすご

いと思いました。」などがあった。

ウ 仲間へ入る・仲間を誘うスキル

ソーシャルスキル・トレーニングや交流する対人関係ゲームを通して，仲間に入る・仲間を誘うスキ

ルの習得を図ることをねらいとして行った。

(ｱ) ロング「いーれて！」「一緒に遊ぼう！」（ソーシャルスキル・トレーニング）

「いーれて！」は仲間に入る言い方を，「一緒に遊ぼう！」は仲間を誘う言い方を学習するソーシャ
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ルスキル・トレーニングである。「ちかみスと」（「ちかづく」「あいてをみる」「スマイル」「とど

く声の大きさ」）を提示し，休み時間の遊びの中に入る・誘う場面における言い方を練習した。

(ｲ) ショート「クマとあなぐら」（対人関係ゲーム）

「クマとあなぐら」は，まず３人組になってジャンケンをする。負けた人は，他の２人がつないだ手

の中に入る。２人が「あなぐら」，中に入った人が「クマ」となる。指導者が「クマ」とコールしたら

クマ役が，「あなぐら」とコールしたらあなぐら役が，「嵐が来た」とコールしたら全員が移動して新

たな３人組をつくるゲームである。その新たな３人組をつくる際に「ちかみスと」のポイントを使うこ

とを確認してゲームを行った。

児童の振り返りには，「○○さんの『ちかみスと』がとても上手でした。」「中休みにマラソンをする

時にだれかを誘ってみたいです。」「休み時間にサッカーに入りたい時に『ちかみスと』が使えると思い

ました。」などがあった。

エ 温かい言葉かけのスキル

ソーシャルスキル・トレーニングや心をかよわす対人関係ゲームを通して，相手に温かい言葉をかけ

るスキルの習得を図ることをねらいとして行った。

(ｱ) ロング「温かい言葉シャワー」（ソーシャルスキル・トレーニング）

「温かい言葉シャワー」は，自分の言葉が相手に与える影響に気付き，褒めたり感謝したり励ました

りする優しい言葉かけを学習するソーシャルスキル・トレーニングである。まず，温かい言葉かけと冷

たい言葉かけの違いを捉えさせ，温かい言葉かけの意味とポイント（「温かい言葉かけ」＝様子＋気持

ちの言葉）を提示した。そして，事前に子供たちに書いてもらった友達の「いいところ探しカード」の

内容を使って，互いに温かい言葉かけをする練習をした。

(ｲ) ショート「ホッとシート」（対人関係ゲーム）

「ホッとシート」は，グループごとに円になって座る。ジャンケンをして最初にホッとする人を決め

たら，その子に対して他のメンバーが温かい言葉かけをする。これをグループ全員分行うゲームである。

グループ編成では，前時の「温かい言葉シャワー」とは別の子と活動ができるようにした。本時のねら

いとゲームのルールを説明した後，温かい言葉かけのポイントを確認してゲームを行った。ゲーム中は，

仲間に入る・仲間を誘う言い方のポイントとして示した「ちかみスと」を心を伝える話し方として再提

示し，温かい言葉かけをする際に意識させるようにした。

児童の振り返りには，「○○さんが『姿勢がいいですね』と言ってくれました。それを聞いた時うれ

しかったです。」「班のみんなに温かい言葉を言われてとても心が温かくなりました。人のいいところを

言うと自分の心も温かくなりました。」「友達に何かあった時に温かくてふわふわした言葉がけをしたい

です。」などがあった。

オ 協力する・折り合いをつけるスキル

協力する対人関係ゲームや折り合いをつける対人関係ゲームを通して，仲間と協力する・仲間と折り

合いをつけるスキルの習得を図ることをねらいとして行った。

(ｱ) ロング「人間コピー」「新聞紙タワー」

最初に本時のねらいを説明し，「人間コピー」を行った。「人間コピー」は，ホワイトボードに貼っ

てある本物の絵をグループから１人ずつ見に行き，みんなで協力して再現するゲームである。この活動

を通して協力することを体験させ，次に「新聞紙タワー」を行った。「新聞紙タワー」は，グループご

とに新聞紙とセロハンテープだけを使い，みんなで協力してできるだけ高いタワーにするゲームである。

このゲームの活動の様子を基に，子供たちに「協力」に加えて「折り合いを付ける」ことの意味（「折

り合いを付ける」＝うまくやるために・今よりもよくするために，自分の考えだけでなく相手の考えも

受け入れてやること）を捉えさせた。

(ｲ) ショート「チョーク・リレー」

「チョーク・リレー」は，黒板を使ってグループごとに１人ずつしりとりをしていくゲームである。

本時のねらいとゲームのルールを説明した後，協力して時間内にたくさん言葉をつなげるように声をか

けてゲームを行った。

児童の振り返りには，「新聞紙タワーを作る時，最初はあまりできなかったけれどグループのみんな

と協力したらできました。」「私の考えにみんなが『それ，いいじゃん！』と言ってくれてうれしかった

です。」「『折り合い』はみんなで話し合う時に使えます。」「給食の時に何かこぼしちゃった子がいた時

に『協力』を使いたいです。」などがあった。
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【活用段階１：国語科の学習】

カ 第１時

教材「うめぼしのはたらき」の形式段落④，⑤の中心文を検討する場面で，話す・聴くスキルを使い

ながらペア対話を行った。

キ 第２時

教材「うめぼしのはたらき」の形式段落④，⑤の要点を考える場面で，話す・聴くスキル，協力・折

り合いのスキル，温かい言葉かけのスキルを使いながらペア対話やグループ対話を行った。

ク 第３時

教材「めだか」の内容の大体を捉えるアニマシオンゲームをする場面で，話す・聴くスキル，協力・

折り合いのスキルを使いながらペア対話やグループ対話を行った。

ケ 第４時～第７時

教材「めだか」の各形式段落の要点を考える場面で，話す・聴くスキル，協力・折り合いのスキルを

使いながらペア対話やグループ対話を行った。

コ 第８時

教材「めだか」の各形式段落の要点を確認し，説明文の三部構成「はじめ」「中」「おわり」を捉え

るために行った「ダウトを探せ」（学習ゲーム）の場面で，話す・聴くスキル，協力・折り合いのスキ

ルを使いながらペア対話やグループ対話を行った。

サ 第９時・第１０時

第９時は，教材「めだか」を読んで分かったことを「ここがすごいぞ！めだかカード」にまとめる活

動を行った。第１０時は，各自がまとめた「ここがすごいぞ！めだかカード」を互いに読み合い，感想

を伝え合う活動を行った。その際，話す・聴くスキル，仲間に入る・仲間を誘うスキル，温かい言葉か

けのスキルを使いながら，ペア→グループ→教室全体と段階的に交流していった。

児童の振り返りには，「今日はとなりの人と協力して中心文を見つけました。となりの人が分からな

い時に教えてあげたらいい気分になりました。」「○○さんがぼくの意見にうなずきながら聞いてくれて

うれしかったです。」「自分が発表した時，○○さんが『すごく分かりやすかった』と言ってくれてうれ

しかったです。」「スマイルポイント（聴くポイント『あいうえお』，話すポイント『かきくけこ』，ち

かみスと）をたくさん使えました。」「今日は『ここがすごいぞ！めだかカード』を読み合って感想を聞

く時，温かい言葉をかけられてすごくうれしかったです。」などがあった。

【活用段階２：音楽科の学習】

シ 第１時

「くり返し」と「変化」を使って，リズムの組み合わせを工夫しながら４小節のリズムフレーズを個

人で創作する活動を行った。その際，温かい言葉かけのスキルを使いながらペア対話やグループ対話を

して互いに自分が考えたリズムフレーズを交流した。

ス 第２時

前時の学習を基に，「くり返し」と「変化」を使って，リズムの組み合わせを工夫しながら８小節の

リズムフレーズをグループで創作する活動を行った。その際，温かい言葉かけのスキル，協力・折り合

いのスキルを使いながら協働創作を行った。

児童の振り返りには，「○○さんから，『リズムフレーズ上手だね。やらせて』と言われてうれしか

ったです。」「○○さんが『それいいね！』と言ってくれてうれしかったです。」「班のみんなと協力して

リズムフレーズを作れました。楽しかったです。」「ちかみスと，話す『かきくけこ』，聴く『あいうえ

お』，温かい言葉かけ，協力・折り合いが全部できました。」「『どれがいい？』『いいよ！ＯＫ』と言

ったりしてグループで協力できました。」「８小節でもグループで協力したらあっという間にできてよか

ったです。」などがあった。
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７ プログラムの効果の結果

(1) 学校環境適応感尺度「アセス」

研究対象児童の「他者と関わる力」の変容について，友達と

の関係をつくるスキルがあると感じている程度を示す「向社会

的スキル」因子に着目して，プログラム実施前の４月（プレ調

査），習得段階プログラム実施後の６月（中間調査），活用段

階プログラム実施後の７月（ポスト調査）の３段階で各学級ご

とに調査した（図２）。その結果，「向社会的スキル」因子の

平均値は，１組が4.14→4.28→4.55, ２組が4.17→4.48→4.71，

どちらの学級もプレ→中間→ポストと徐々に平均値の上昇が見

られた。

この結果を基にWilcoxon符号付順位検定でプレ調査とポスト

調査の値を比較したところ，「向社会的スキル」因子の変容に

関して，１組は１％水準で，２組は 0.1％水準で有意差が認め 図２ 「アセス」の平均値

られた（表４）。

表４ 「アセス」のWilcoxon符号付順位検定

(2) 授業における人間関係要素尺度

研究対象児童の「他者と関わる力」

の変容について，プログラム実施前の

４月（プレ調査），習得段階プログラ

ム実施後の６月（中間調査），活用段

階プログラム実施後の７月（ポスト調

査）の３段階で各学級ごとに調査した

（図３）。

本研究の「他者と関わる力」に関連

する「支え合い・温かさ」因子「ルー

ル・マナー」因子，「協力」因子につ

いて平均値の推移を見てみると，「支

え合い・温かさ」因子については，１

組が3.31→3.12→3.83，２組が3.34→ 図３ 「授業における人間関係要素尺度」の平均値

3.42→3.91となり，中間調査の時点で

増減の違いがあるものの，ポスト調査の時点ではどちらの学級も平均値の上昇が見られた。「ルール・マ

ナー」因子については，１組が3.27→3.21→3.81，２組が3.33→3.38→3.85となり，「支え合い・温かさ」

因子同様，中間調査の時点で増減の違いがあるものの，ポスト調査の時点ではどちらの学級も平均値の上

昇が見られた。「協力」因子については，１組が3.27→3.35→3.81，２組が3.30→3.55→3.94となり，ど

ちらの学級もプレ→中間→ポストと徐々に平均値の上昇が見られた。また，本研究の「他者と関わる力」

と直接関連する因子ではないが，「学び合いへの自信」因子と「信頼感・所属感」因子についても，中間

調査の時点で増減の違いがあるものの，ポスト調査の時点ではどちらの学級も平均値の上昇が見られた。

この結果を基にWilcoxon符号付順位検定でプレ調査とポスト調査の値を比較したところ，主たる３因子

の「支え合い・温かさ」因子の変容に関してはどちらの学級も 0.1％水準で，「ルール・マナー」因子の

変容に関しては１組が 0.1％水準で，２組が１％水準で，「協力」因子の変容に関しては，どちらの学級

も 0.1％水準で有意差が認められた（表５）。また，副次的な２因子のうち，「学び合いへの自信」因子

の変容に関してはどちらの学級も１％水準で有意差が認められた。「信頼感・所属感」因子の変容に関し

ては１組が１％水準で有意差が認められ，２組が１０％水準で有意傾向にあることが認められた（表５）。
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表５ 「授業における人間関係要素尺度」のWilcoxon符号付順位検定

さらに，主たる３因子と副次的な２因子の関連性につ 表６ 「授業における人間関係要素尺度」の

いてSpearmanの順位相関係数を算出した（表６）。その Spearman順位相関係数

結果，「支え合い・温かさ」因子と「ルール・マナー」

因子に関しては，「学び合いへの自信」因子，「信頼感

・所属感」因子に対してどちらも有意な正の相関関係が

認められた。「協力」因子に関しては，「学び合いへの

自信」因子と有意な正の相関関係が認められた。

(3) 担任教師への半構造化面接

プログラム実施後の2021年７月，研究協力校の学級担任の先生方に半構造化面接を行った。三つの質問

項目を準備したが，補助的な質問も取り入れ，先生方から様々な回答を得られるようにした。項目１はプ

ログラム実施中の子供たちの様子について，項目２はプログラム実施前後の子供たちの変容について，項

目３はプログラム全体を振り返ってである。それぞれの質問項目に関する回答を表７から表９に示す。

項目１のプログラム実施中の子 表７ 半構造化面接 項目１

供たちの様子については，「相手

を非難する子がいなかった。」「他

の班を認めて拍手したり感心した

りしていた。」「自分から相手を見

つけて伝え合おうとしていた。」な

ど，子供たちが自分だけでなく相

手のことも考えながら意欲的に活

動する姿が見られたという回答が

得られた。また，他教科の学習で

プログラムの内容を活用する可能

性についての言及も見られた。

項目２のプログラム実施前後の 表８ 半構造化面接 項目２

子供たちの変容については，「も

ともと苦手だった子がだんだん話

せるようになってきた。」「相手の

話をしっかり聴いてリアクション

しようとしている子が増えてき

た。」など，学習した対人関係スキ

ルを子供たちが様々な場面で日常

使用しているという回答が得られ

た。また，学級担任の先生方自身

が，本プログラムで示したポイン

トを授業の中で活用してくださっ

たという事例も得られた。

項目３のプログラム全体を振り
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返ってについては，本プログラム 表９ 半構造化面接 項目３

が３年生の発達段階に適していた

という回答や学習内容を継続する

ことの重要性に言及する回答が得

られた。

８ 考察

本研究では，小学３年生の児童を対象とし，対人関係スキルの習得・活用プログラムを作成し，実践す

ることが「他者と関わる力」の育成に有効であるかを検証した。

検証結果から，本研究の「他者と関わる力」に関連する学校環境適応感尺度「アセス」の「向社会的ス

キル」因子，授業における人間関係要素尺度の「協力」因子において，１組・２組ともにプレ，習得段階

後の中間，活用段階後のポストと徐々に平均値が上昇し，有意差が認められた。また，授業における人間

関係要素尺度の「支え合い・温かさ」因子，「ルール・マナー」因子については，中間段階で平均値の微

減・微増の違いが見られたものの，ポスト段階ではいずれも平均値が上昇し，有意差が認められた。

この結果の要因として，まず習得段階において，学級編成間もない小学３年生の実態を踏まえ，特に意

識しなくても誰とでも交流できる対人関係ゲームから段階的に活動を設定することにより，ゲームを楽し

みながら自然に対人関係スキルを使う練習ができ，対人関係スキルを身に付けるとともに他者と関わるこ

とへの不安や緊張が軽減されたことが考えられる。また，活用段階の国語科や音楽科の学習場面でも，子

供たちが学習した対人関係スキルを無理なく使う場面を設定することにより，自分自身でスキルを使えた

実感を味わえたこと，そのことにより子供たちのスキル活用の意欲が高まったことが要因として考えられ

る。さらに，担任教師の半構造化面接にもあるように，教師が指示しなくても子供たちが日常生活の様々

な場面で自発的にスキルを使うことで，スキルの維持・継続ができていたことも要因として挙げられる。

これらのことから，対人関係スキルの習得・活用プログラムに関して，対人関係ゲームやソーシャルス

キル・トレーニングなどのグループ・アプローチを実践するだけではスキルの定着に差があるものの，教

科学習で意図的にスキルを使うことで定着度が上がることが示唆された。

さらに，授業における人間関係要素尺度の「学び合いへの自信」因子，「信頼感・所属感」因子におい

ても平均値が上昇し，有意差が認められた。これは，「支え合い・温かさ」因子，「ルール・マナー」因

子，「協力」因子の「他者と関わる力」に関連する３因子と「学び合いへの自信」因子，「信頼感・所属

感」因子との間に有意な正の相関関係が認められたことから，本プログラムを通して対人関係スキルを習

得し，教科学習で実際に使って活用することによって「他者と関わる力」が高まるとともに，学習場面で

友達と一緒に学び合うことへの自信や学級集団への所属感・信頼感も高まる傾向にあることが示唆された。

Ⅳ 研究のまとめ

本研究は，小学校中学年の児童を対象として，学級活動と教科の学習活動を関連させた対人関係スキルの

習得・活用プログラムを作成し，実践することが「他者と関わる力」を育むために有効であるかについて検

証した。その結果，「他者と関わる力」に関連する学校環境適応感尺度「アセス」の「向社会的スキル」因

子，授業における人間関係要素尺度の「支え合い・温かさ」因子，「ルール・マナー」因子，「協力」因子

の全ての因子で有意な向上が認められた。また，担任教師への半構造化面接からも児童の日常場面での「他

者と関わる力」の向上に関する記述が見られた。以上の結果から，本プログラムが児童の「他者と関わる力」

を育む有効な指導法であることが明らかになった。

また，本プログラムを実践することで授業における人間関係要素尺度の「学び合いへの自信」因子，「信

頼感・所属感」因子においても有意な向上が認められたことから，本プログラムで「他者と関わる力」を育

むことが児童の学習に向かう姿勢や学級への信頼感・所属感を醸成する上でも一定の効果があることも示唆

された。

本研究は学級単位で「他者と関わる力」を育む指導法を検証したが，一人一人の児童の「他者と関わる力」

の変容については更に検証が必要である。また，本研究では国語科と音楽科の学習で対人関係スキルの活用

場面を設定したが，それ以外の教科での活用も十分に可能である。様々な教科の学習場面や日常の学校生活

の中で対人関係スキルを活用することにより，児童の「他者と関わる力」が一層高まっていくものと考える。

本研究を進めるにあたり，御協力くださった研究協力校の校長先生はじめ先生方に感謝申し上げます。
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